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令
和
元
年
度
決
算
に

　
　
　
　 

対
す
る
討
論

反
対

賛
成

議案に対する 討 論
　
　
　

令
和
元
年
度
決
算
に
対
し
、
反
対

　
　
　

の
立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

一
般
会
計
で
は
、
自
衛
官
募
集
事
務
を

行
っ
て
い
る
点
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
点
、
敬
老
会
開
催

事
業
、
ミ
ニ
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
、
井
頭
温

泉
招
待
事
業
の
対
象
と
な
る
年
齢
を
70
歳

か
ら
75
歳
へ
引
き
上
げ
た
ま
ま
で
あ
る

点
、
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
を
高
校
３
年

生
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
前
向
き
で
な
い

点
、
指
定
ご
み
袋
の
有
料
化
を
続
け
て
い

る
点
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
た
め
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
点
、
農
村
部
に
お
け

る
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
区
か
ら
の

要
望
に
応
え
き
れ
て
い
な
い
点
、
奨
学
資

金
貸
付
事
業
に
お
い
て
給
付
型
制
度
に

な
っ
て
い
な
い
点
、
小
中
学
校
給
食
費
の

無
料
化
が
図
ら
れ
て
い
な
い
点
に
反
対
す

る
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
高
い
保
険
税
と
な
っ
て
い
る
点
、

介
護
保
険
特
別
会
計
で
も
高
い
保
険
料
と

な
っ
て
い
る
点
に
反
対
す
る
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計

に
お
い
て
は
、
使
用
料
金
に
消
費
税
を
上

乗
せ
し
て
い
る
点
に
反
対
す
る
。

飯
塚
　
正
議
員（
日
本
共
産
党
）

　
　
　

議
案
第
97
号
及
び
議
案
第
98
号
の

　
　
　

令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
、
も
お
か
令
和
会
を
代
表
し
、
賛
成
の

立
場
か
ら
討
論
を
行
う
。

　

「
こ
ど
も
の
元
気
な
成
長
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
「
真
岡
市
総
合
学
力
調
査
」

を
実
施
し
、
き
め
細
や
か
な
学
習
指
導
体

制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
英
語
・

漢
字
検
定
料
の
支
援
に
よ
り
学
習
意
欲
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
増
設
を
図
り
、
電
子
黒
板
と
組
み
合
わ

せ
た
効
果
的
な
授
業
を
実
践
す
る
な
ど
、

情
報
教
育
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
高
く
評
価
す
る
。

　

「
若
い
世
代
・
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
で

の
雇
用
の
促
進
や
地
元
就
労
の
拡
大
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
努
め
、
女
性
が
社
会
に
参
加
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

ち
な
か
子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
真
岡

駅
子
ど
も
広
場
を
整
備
し
、
子
育
て
世
代

へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や
交
流
の
場
を
促
進

す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
推
進

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
高
く
評
価
す
る
。

　

「
い
つ
ま
で
も
安
心
な
暮
ら
し
の
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
芳
賀
赤

十
字
病
院
の
運
営
支
援
を
行
い
、
同
病
院

敷
地
内
の
「
真
岡
市
休
日
夜
間
急
患
診
療

所
」
に
お
い
て
、
急
病
で
も
安
心
し
て
受

診
で
き
る
よ
う
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
運

営
が
図
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者
免
許
返
納

支
援
事
業
と
し
て
交
通
手
段
の
支
援
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
、
高

く
評
価
す
る
。

　

「
と
ち
ぎ
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
戦
略
的
な
園

芸
農
業
の
推
進
や
、
魅
力
あ
る
産
業
の
創

出
を
図
り
、
新
規
導
入
や
生
産
規
模
を
拡

大
す
る
農
家
に
対
し
て
施
設
整
備
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
延

期
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
「
全
国
い
ち
ご
サ

ミ
ッ
ト
i
n
も
お
か
」
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
ル
栃
木
体
制
で
準
備
を
進
め
、
参
加

呼
び
か
け
や
Ｐ
Ｒ
活
動
を
市
長
自
ら
実
施

し
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
高
く
評
価
す

る
。

　

最
後
に
、
「
ま
ち
の
活
力
再
生
・
魅
力

創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
は
、
土

地
利
用
に
関
す
る
現
地
調
査
や
地
域
組
織

と
の
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
推
進
が
図
ら
れ
て
い

る
。
複
合
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
向

け
、
最
適
な
事
業
手
法
の
検
討
や
基
本
計

画
の
策
定
を
実
施
す
る
な
ど
、
新
庁
舎
周

辺
整
備
事
業
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

総
合
運
動
公
園
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
実
施
設
計

や
雨
水
排
水
路
、
調
整
池
の
整
備
な
ど
、

野
球
場
や
運
動
広
場
の
整
備
の
た
め
の
準

備
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
各

施
策
と
も
、
適
正
か
つ
効
率
的
に
執
行
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
も
少
子
高
齢
化
、
高

度
情
報
化
な
ど
の
社
会
情
勢
の
急
激
な
変

化
や
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
市
民
の
行
政

需
要
に
、
的
確
に
対
処
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　

石
坂
市
長
に
は
、
市
政
運
営
の
最
高
責

任
者
と
し
て
、
最
善
の
意
思
決
定
を
行

い
、
本
市
の
な
お
一
層
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
さ
れ
る
よ
う
、
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
新
庁
舎
に
お
い
て
も
市
民
の
目
線
に

立
っ
た
取
組
と
、
「
選
ば
れ
る
都
市
も
お

か
」
の
実
現
を
強
く
願
う
。

　

市
長
を
は
じ
め
、
全
職
員
の
各
分
野
で

の
努
力
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
議

員
各
位
の
理
解
と
賛
同
を
賜
る
よ
う
お
願

い
し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

　
　
　

議
案
第
97
号
に
つ
い
て
、
一
般
会

　
　
　

計
決
算
の
う
ち
、
議
会
費
議
会
事

務
費
及
び
総
務
費
一
般
管
理
費
秘
書
事
務

費
と
し
て
の
支
出
で
、
公
職
選
挙
法
第
１

４
３
条
に
抵
触
す
る
恐
れ
の
あ
る
弔
詞
印

刷
製
本
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
元
年
度
真
岡
市
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
は
反
対
す
る
。

野
沢
　
達
議
員（
も
お
か
令
和
会
）

佐
々
木
重
信
議
員（
自
由
民
主
市
民
の
会
）

ま
ち

反
対
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議
案
第
97
号
及
び
議
案
第
98
号
の
令

　
　
　

和
元
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

も
お
か
新
時
代
を
代
表
し
、
賛
成
の
立
場
か

ら
討
論
を
行
う
。

　

ま
ず
、
歳
入
で
は
、
大
半
の
部
分
で
収
入

未
済
額
、
不
能
欠
損
額
が
前
年
度
と
比
べ
減

少
し
、
収
納
率
が
改
善
し
て
い
る
。

　

歳
出
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
不
用
額
の

多
さ
な
ど
が
指
摘
さ
れ
た
節
で
改
善
が
図
ら

れ
た
跡
も
見
ら
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

　

議
員
各
位
に
は
、
決
算
認
定
に
賛
同
を
賜

る
よ
う
強
く
お
願
い
す
る
。

　

今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
景
気
の
落
ち
込
み
、
ひ
い
て
は

税
収
の
減
少
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
多
様
化
す

る
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
執
行
部

に
は
、
な
お
一
層
の
精
励
を
願
う
。

　

次
に
、
各
常
任
委
員
会
や
決
算
審
査
特
別

委
員
会
で
感
じ
た
課
題
を
指
摘
す
る
。
一
括

り
に
言
う
と
、
真
岡
市
に
と
っ
て
『
未
来
に

向
け
て
の
投
資
』
に
あ
た
る
部
分
に
つ
い

て
、
よ
り
活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
５
款
労
働
費
『
と
ち
ぎ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
移
住
・
就
職
促
進
事
業
費
』
、
６

款
農
林
水
産
業
費
『
親
元
就
農
支
援
事
業
費

補
助
金
』
の
よ
う
に
、
若
い
世
代
が
真
岡
市

に
住
み
、
働
く
た
め
の
事
業
費
が
十
分
に
使

わ
れ
て
い
な
い
。
よ
り
活
用
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

ま
た
、
不
用
額
が
多
か
っ
た
訳
で
は
な
い

が
、
２
款
総
務
費
『
移
住
促
進
事
業
費
』
、

６
款
商
工
費
『
ま
ち
な
か
新
設
出
店
に
ぎ
わ

い
創
出
支
援
事
業
費
』
や
『
も
お
か
フ
ィ
ル

ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
運
営
補
助
金
』
、
８
款
土

木
費
『
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
費
』
な
ど
は
、

さ
ら
に
積
極
的
な
活
用
が
図
ら
れ
る
べ
き
分

野
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｒ
の
あ
り
方
に
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
特
に
、
先
ほ
ど
触
れ
た
『
空
き
家

バ
ン
ク
事
業
費
』
で
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
に
印
刷
物
を
同
封
す
る
こ
と
に
よ
り
実

績
が
上
向
い
た
と
い
う
事
実
１
つ
を
見
て

も
、
行
政
の
施
策
は
市
民
に
知
ら
れ
て
こ
そ

価
値
が
出
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　

最
後
に
、
２
款
総
務
費
『
人
材
育
成
費
』

に
つ
い
て
、
市
職
員
の
各
種
研
修
費
は
前
年

度
に
比
べ
て
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
地

方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
欠
か
せ
な
い
の
は

人
材
の
育
成
で
あ
り
、
今
後
も
更
な
る
改
善

と
充
実
化
を
要
望
し
た
い
。

　

今
定
例
会
は
、
こ
の
議
場
で
行
わ
れ
る
最

後
の
定
例
議
会
で
あ
る
。
新
議
場
に
移
っ
て

か
ら
も
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
執
行
部
と

適
切
な
緊
張
感
を
持
ち
、
市
政
の
課
題
と
真

摯
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
。
新
し
い
時
代

の
議
会
制
度
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
会
派
所

属
議
員
一
同
、
力
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
い
、

賛
成
討
論
を
終
了
す
る
。

中
村
　
和
彦
議
員（
も
お
か
新
時
代
）

問

問

答

答

　
　

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
交
付
金

　
　

の
特
別
認
定
事
業
の
事
業
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

令
和
元
年
度
に
特
別
認
定
事
業
を
実

　
　

施
し
た
区
は
、
大
田
山
、
高
勢
町
、

下
大
沼
、
鷲
巣
の
４
区
で
あ
っ
た
。

　

大
田
山
区
は
、
地
域
住
民
が
除
草
活
動

や
季
節
の
花
植
え
な
ど
を
積
極
的
に
行

い
、
生
活
環
境
を
作
り
上
げ
る
事
業
を
実

施
し
た
。

　

高
勢
町
区
は
、
地
元
の
食
材
を
ベ
ー
ス

に
地
区
独
自
の
創
作
料
理
を
考
案
し
、
グ

ル
メ
の
創
設
を
目
的
と
す
る
事
業
を
実
施

し
た
。

　

下
大
沼
区
は
、
有
休
農
地
を
対
象
に
地

域
土
壌
に
あ
っ
た
、
さ
つ
ま
い
も
の
ふ
れ

あ
い
農
園
を
開
設
し
、
収
穫
祭
を
行
い
世

代
間
交
流
と
し
て
の
場
所
づ
く
り
を
実
施

し
た
。

　

鷲
巣
区
は
、
そ
ば
粉
を
原
料
と
し
た
菓

子
等
の
講
習
会
を
開
催
し
、
農
業
の
６
次

産
業
化
の
一
端
を
体
験
し
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
を
図
る
事
業
を
実
施
し
た
。

決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
審
査
か
ら

決
算
審
査
特
別

委
員
会
の
審
査
か
ら

総
務
費

▼
２
款
１
項
１
目　

一
般
管
理
費

労
働
費

▼
５
款
１
項
２
目　

雇
用
支
援
対
策
費

問答 教
育
費

▼
10
款
２
項
２
目　

教
育
振
興
費

　
　

合
同
就
職
面
接
会
へ
の
参
加
企
業
数

　
　

と
、
参
加
人
数
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

合
同
就
職
面
接
会
の
参
加
企
業
数
に

　
　

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
が
29
事
業

所
、
平
成
30
年
度
が
29
事
業
所
、
令
和
元

年
度
が
32
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。
参
加

求
職
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
が
58

人
、
平
成
30
年
度
が
46
人
、
令
和
元
年
度

が
39
人
と
減
少
傾
向
に
な
っ
て
い
る
。
要

因
と
し
て
は
、
昨
年
12
月
ま
で
の
有
効
求

人
倍
率
が
、
１
・
46
倍
と
高
い
水
準
を
示

し
て
お
り
、
雇
用
情
勢
が
改
善
傾
向
で

あ
っ
た
た
め
と
考
え
て
い
る
。

　　
　

学
校
図
書
館
専
任
司
書
を
配
置
後
、

　
　

子
ど
も
達
の
読
書
量
は
ど
れ
ほ
ど
伸

び
て
い
る
の
か
。

　
　

全
小
学
校
の
図
書
館
に
お
け
る
貸
出

　
　

冊
数
の
推
移
は
、
平
成
29
年
度
が
９

６
６
０
７
冊
、
平
成
30
年
度
が
前
年
度
よ

り
１
１
３
５
冊
増
の
９
７
７
４
２
冊
、
令

和
元
年
度
が
前
年
度
よ
り
６
０
２
８
冊
増

の
１
０
３
７
７
０
冊
で
あ
る
。


